
34.栗東町下戸山山田蛭子講

南古窯祉について

経過

昭和46・47両年度において、県教育委只会では湖南

. ~.初* ・ 湖北地区の遺跡分布翻査を災施したa ここで

紹介する山図握手議商古総枇は、この捌創出こ再発見

したものであり、従来から知られていた薬東町主品目

樋ノ口瓦然記1:群(1.こだし、現地lまゴルフ場となり詳綿

な位訟は不明)に加えて、陶瓦去を業の興ijまある逃跡と

その出土遺物を街1るよとになった。

当遺跡{立、 r滋賀県史Ilt!名勝天然記念物槻要J (昭和

llif. )によると「下戸山~.tt上 京海道線」手法駅よリ 3.5

粁、来太ilsh今回村下戸山字山間エピスカウにある.数

年前下戸山より美泌郷に至る盤道改修の中心となって

破犠され、阿傍に燐土のみが存し附jfi:に視B'!I土憾の破

片が多いuとあり、瓦のf半出については触れるところ

がない.この山田経子織の谷水回入口右手 ・西側にも、

今悶数基からなる北古祭社砕を発見しておリ、あるい

は、上記「慨婆」配械の際社Ij北古然枇鮮に該当する

かもしれない。いずれにせよ、 ζの下戸山 ・上砥山を

包侵する御閣には後述するように多数の古然主1:群が発

見されているが、わけても当i蛍跡は、自J.l~J閉め瓦類と

須恵是非を伴出する相対年代比定のttmな遺跡であるの

で、こょにその出土遺物を紹介しておきたい。

位 置

近江の鐙峰 ・比叡に対向する益品日 (湖南のdl・

良弁僧正開基と伝える益勝寺がある)の山総に、金勝

川!とその支iitの形成する御図盆泌が聞ける.下戸山 ・

上紙山を含むf卸凶古総.hI:群(今回はこう仮称しておく )

It、この金勝lIiIの3主流が形成した各支谷の奥部あるい

は丘陵綾部に点々と広がっている。

当遺跡{主、来太郡栗東町下戸山 ・山田蛭子総に所在

し、御陵ItJ.:}也の北西寄り入口部にi!iい。延g.式内社 -

1)、彼神社の後方、商から4茄自の谷水回の殻奥部ゴル

フ場入口に相当し、スターライト栗東工場の立地する

丘陵の商科部総部に榊築されている。

きさに述べた山凶経子総北古語賢治1:鮮は、この南古熊

枇の北側 300mを話てた谷の入口部 ・丘陵東側斜面に

位滋し、少なくとも 4~告の熊tl:i! t怨定される。

また、上総山の北京 ・樋ノロに所主Eする.fiYノロ瓦綴

祉は、先に L触れたように、現在琵琶湖ゴルフ場の西

端付近に相当し、その言挙制111;1:不明である。しかし)11)勝

政太郎氏の「会勝村」の踏ま主によると法修王子系の軒平

瓦が金勝小学校に保管されているといい、 『県遺跡目

録40年度』によると陶器(須IJ!:総か)の存夜が指捕さ

れている。

さらに金勝川を測った友熔 ・阿弥陀寺境内に11%阪

古翼民社があり、支流細川との合流点付近には御悶芯線

上tl:群(御闘谷典、中村高知ーともに陶瓦兼業)、辻越古

語民主1:があって、さらにこの縦川をi朔った右昨には上回

谷、上田谷出、上聞の各古線設が点々と分布している。

これらは、いずれも闘熊な踏蕊の中で発見されたもの

であり、今後の踏査によってさらにその数は地加する

ものと思われる.

遺跡と遺物

当ï!.ï~総省1: 1立 、 ゴルフ場入口道路の左手、丘陵-l;!JIfIi館

所の傾斜断而に良さ 401、l踊6-701にわたって灰原

が鉱山している。祭休そのものはさらに奥にあるよう

で完存していると思われる。この灰原中に、須恵骨量の

杯身 ・王手談 ・裂とともに平瓦 ・メI.Xが採集された。

時涯(1 ) 円縁径13cm. ?審問約 3c聞を有する原被であ

り、胎土はわずかに砂粒子を含み、焼成1;1:良好、色溺
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山図鑑子陽商・=ヒ古R土止分布図

1:1外l舗が n~令制を僻ぴ茶fJ(}，I.¥色、内前1:1W灰色であっ

4・‘.‘・・
この怒形のn大のポイント 1;1本~に尿道 F なるのか

どうかにある.!f、liと忽定1・る理由I主、外iiI天益著書)

にη然納のH併があ勺て、混とみることがjfしい位軍

(姿)であること、内外iIIiの色側の.t:tIi会l立派部が受It

mと「かえリ J• :~注上 IJf協をもつよとが予怨されること、

さらに係とした劫合には浅いi~llh となって不自然であ

ることな l!によ咽た.しかし、ニの時期にニのような

6世紀代1-;tl!位される係誌がみうけられることは従来

の制年似にそぐわす、手 1:.、ょの説と対1':なる1不身が

奴処されていないこともH::O:令泌する こよでは、こ

のよヲ〈・例外的なよともあリ 1$るニととしてねさたい.

杯'.(2) tI縁{H'.;13COl・総向 3.7c闘を有.tるfIl(つ

まみ)Hifliであリ、J!ti:I:U少し trい、砂牧毛~み、ひ

ずみは大、ぺさらに火事な~HLをもっ.色鋼は外商

事3賞灰色、 サ而r(}J(色で会前ヨコナデ劉墜をSQr 外

部{天t:ill1i)1:1ヘラ倒リ関nがなく、内面 rかえ 1).;

.lf、の内側受郎I立大きいが九〈収め、口縁部縞郎む異

常に杷Jl!、 $H!.1 :i~f~ t\'! 1ニ定併しておリ、そのfド代を雄

弁に物Z寄ってい る. な必、 IJU~部内耐に l(.身との正

位訟の1Ilね伎があリ.一方の天草E偲にも他の土'2，iの麗

ねf11正がみうけられ、ひずみの位大の原因となったもの

がある

部身(3) 11織tf.lO.8c:m. ~:~商品() 3.5cmを;(I寸る王手身

であるが、その磁にはこのような「かえり」をもっ主

主象形"を備えたものが妥当である.自合xはわずかに砂

桂子を含み焼成1i1退、色関1:11ftね焼成のためか外面白

脅灰色、内面育灰色とw過し、会両ヨコナデ寓箆，!"絡

す.音色!交が君事<4闘内外を示し、 o録音Eがわずかに外

反し、外面lこ問郁が形成され、内向iニむ対応する大き

な四郎のみられるよとがその特徴としでとらえらtlる.

珂身(4) ロ緑径約10.8個 ・nn約 3慣を有する杯身

であリ、胎土1:1袋、焼成も良で、色関1:1外海軍賞味平野w
灰色、内面{まH持背灰色であり、jf:{Jttlてーlf(/:Iて焼成し

たものと思われる.(3)と典なり )1'みがあるが、やはリ

ロ緑外凶に凶郎1)'形成されその絡協が~~;;f外反し、内

街中f立が大き〈問書官を形成する nlf~の特徴{まよ〈叙似

している.

士不澄(5 ) ロ紋径約13.7(:，"・持病不1仰の係援であリ、

胎 1:1;tL~ で少し砂S立を含み、却lr~l;1段、色間/i外耐11持

1Jt灰色、内mii'i灰色でヌ益古都に向泌を:受けた自然fillか j 

みうけられる.なお、色聞のi盆いからも.iE位置の1Itね

が予想、される.(2)の磁と少し異なリ .U緑内面の『か

えリ」がやや飼〈、断而三角形状に近〈収まり、 utま
泌総との池$>'Jiゆるく、 (2)の加〈深〈九〈収まヮて/;1

いない

何竃(6) ロ縁径約16.2c...総高不明の係重であ'人

胎土はわずかに砂t.ir:f・を含み、後成tまひずみ大、金iti

にヨコナデ調獲を行う.色関/:1外ifii 声~h灰色、内自百白

'l'f灰色を呈しているのは、正位置のmねによる色聞の

相違である.臼綾部内耐の rかえリJ 郁分l孟一段と小

さ〈、わずかに断面三角形状の突起がつ〈かの如さis

fむを示し、ロ総繍骨格l立大亙〈丸味をもうて収まリ、そ

の附 /it~いくぼみとなって受Itff~ を形成している.

ニれら(2) ・ (5) ・ (6)の係花 1:1、 II~一階であるいは[ûl一

時期に焼成された可能性心大でめるが.何回かにわた

る焼成の時間援を示中可能什:Lないとはいえない.し

かし、よれぐらいの-111迫ある「かえり J も同一工日で

製作されていた巧飽f恨のあるニと今II;S費しても aるとし

てお ~t.よい.

書無帳ヨ萱fi錦不κ(7η) m段暑t径差針-約t当Jρl口1.2公c圃 . ~紛詰刈〉不fド;均刷lの島係Fであ eリ} 、

給」土Lυl;t孟1良ミ、 焼E成史訂{はi!1野F

て'11'鼠(Jねaのg痕主B跡事も&令.(、無磁の係身と，町、われる. [J t量~

邸がわずかに外1i.し.少しl羽部を形成する.また内1耐

中f!l'も大き<< 11'みその特徴金よ〈示している.

埠身(8) ロぬ筏約 9.6C111.器商不明の有益係身であ

リ、ff;j-，.きわぬて良、焼成も良鮮で町高級、色調::1外

I扇風賞色i昆リのすiH<也、内耐i炎ì'r灰色をfl\し、~耐ヨ

コナヂ間態て.mJ:I鋭成を忽わす内外面!の色簡の~いで

ある. c.1総書~Iま外tz.せず.内耐'1'(2の凹郎も少な< ， 

外1jへやや内向Sみに I1Il・克也〈・延びている.ニの~

形に高f;が{寸〈かC;f;Ir:;1 "'IIsであるが‘そのような破

片l.t~!おされていない.
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.( 9) 設腹の少破片である.内外聞と bupきがみと

められる。

平瓦(10) ひずみの大きい平瓦片であるが、凶閣に衛

目及びヨコナデ手法、凸蘭に正綿子の叩き手法が館、め

られた。胎土{ま砂粒子を含み、色調iま自味幣.w灰色で

UIlき板の中lま6.3cmを湖1)るζ とが出米た。長辺1:1三角

に2つの筒取リをへラで施し、短辺lまへラで大きく 1

商を取り凸面倒に小さく 1i問、凶而側にi帯〈大きくも

う1簡を取っているが、わずかであってへラの及んで

色鈎1:17炎背灰色を呈し、凹部がやや白っぽい。長辺i主

面取りが4固にわたって行なわれ、いずれる明瞭であ

る。

小結

この陶瓦J証言誕祭発見の意義1:1、瓦潔枇あるいは寺院

社、時には富衛力J:から出土した瓦の相対的年代と須15
株高慢出土遺物から組み立てられた相対的年代(制年)

とを比較検証するための好都令な遺跡であることにあ

いないとこるもある。 ろう。

平瓦(11) 問而に布目及びタテヘラ印1)1) 手法、凸I荷に むちるん、その・最終的な総統のためには厳密な発繍

正倫子の叩き手法が認められ、絡予闘はーl面約 4mm凶 調査による資料操作を総なければ使用lニ耐えるもので

nで叩 きの上にタテナデ手法による消去痕が認められ はないが、発城は遺跡の1政相自であるとする名言に従う

る.胎iニlま良でわずかに砂1裂を含み.焼成も良でI快級‘ までもなく、ニこでは採集資料で満足し、他の例議Eと
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仮説を泉州するよとがお加[のn題と ;与える.

ここでは出土泌物の相対的年代に一つの推測を加え

ておきたい.

1 ず、 11I : l:の ~f(!，主総については、係úの「かえリ J

がいずれに b見受けられ、それも大小とさまざまであ

る.ロ毒殺t予も 1・f(c'rn的f去を示し、これ以怖の15crn~こ

える大きなものではない.主た、 1íの~:~;ùj もいまだに

大島〈、内高で 2crn 11測ることが出米る このζ とる、

f討をする係長が平仰なものとなり内itri~~織が 2cm以内

l・~ll.まるよとと羽 lili!..・るとニろである.さらには‘天

V'，都の寸:瓜形つまみについても‘い lまだに宝珠形らし

く立体感があゥてmKなj1.1iじはうかがうことが出来な

これらのニとから、この出土rruy.Dのぞ買例を他遺跡

1ニ求めるならば、さしずめ『陶邑省総i量得 1J (1966年、

j!'!e学問一考古学7ラブ)に報作され1:"(1"'""t止番号TK

217の一係資符があげうるて・あろう.ょの省高~t止に必

いては、 8.tn時代以*の火lil~形の土手艇と身にかえ 1)

のいまだにつ<!f、身tJr.よ配t(.i必{聾にかえリのつ〈

むの)とI11tHしているが、ょの山wtr.チ旗の陶瓦黙で

も1/.i.ではあるがi!O/t時代にi符い、.t.(.:制1)が向1ヰ1して

いる.

問機なゆ例11他遺跡でt.Jr.~時でみうけられるが、鍬

作者の多(:.1 I¥'I.J主7-的と称して、ニの 2別式のムf、遺産を

時間的な前後関係で配列しようとしている.しかし、

そのように決める人めには bう少し検討をJ加えた'Jiが

よさそうに忠、われる.

たとえば.例llI VI~&久m!1ト窓町の r~風前自慢J'Jl:群』

(19784 、開山崎U!lff委).(会)で心、-{子高~:hI:b尾原ゃ
から(0)身 1・かえりのつ〈材、身とその~H.t:、 (b)厳にかえ

リのつく !fliとその保身、 (c)iiにかえりのすでにみら

れぬ.t.(.益とその保身、と 1・1It，合に 3~tj式のものが向

伴して必リ、他万、ニサ際叫J;f(l京では、一号・議版原の
10)がな<(b)、(c)のみで係身ムH.r:か織成されていた こ

の一号線以僚も、 (o)j).:，(c)までの変遷期間にわたうて

長〈持おされていにものか、別式の拠なるものが同時

に焼成されていたものかについては版僚のゆで分層的

に検討し、鰐体との有担量的関連のもとで信じなければ

なるまい.さもなければ、月。l式的にも-~新しい(c)の

時期に(0).(b)も向.. ~に焼成されたとみなす必療がみる

少なく1:.l.(aXb)が同時に併ffした可能性はIli)o.1焼成の ・

可能性も含めて人・であるといえよう . (丸山な予)
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